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Abstract  This paper deals with the method of partial discharge (PD) detection 
with the sensor (antenna) put at the outside of the GIS tank. The flange of the spacer 
is paid attention as a leakage place of the UHF from the PD. Three kinds of antennas 
are proposed and made for trial purposes. And one commercial antenna is selected 
for this study. Comparative studies of the four antennas with the internal PD sensor 
(disc coupler) used worldwide so far are made from the viewpoint of the sensitivity 
characteristic and the noise-resistant performance. As a result, it is concluded that 
one kind of antenna has even higher sensitivity than that of the internal disc coupler, 
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は，54.6 mm x 109.2 mm ， 長さ 90mm。




共振空洞は 80 mm x150 mm 厚さ 10 mm。
スリット幅は 3 mm，長さ 110 mm。スリ




共振空洞は 80 mm x150 mm ，中心部の厚
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ナで観測する。図 2 に示す調査結果は，アンテナ 1 個分
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図 9.  供試アンテナをスペーサに密着させた場合(0 mm) ， 
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図 13.  周波数帯域を 0 - f GHz に制限した場合の 
フランジ間電圧測定法の内部電極センサに対する感度比 
     
５．考察 
















    
５・２ 内部電極センサに対する感度 




して，周波数帯域を 0-f [GHz] (f<2.7GHz) に制限した場
合の各種アンテナの感度を比較する。すなわち，アンテ
ナをスペーサフランジ部に密着した場合(0mm)の出力ス
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図 14.  周波数帯域を 0 - f GHz に制限した場合の 


















図 15.  周波数帯域を 1.2 - f GHz に制限した場合の同軸導波管


















図 16.  周波数帯域を 0 - f GHz に制限した場合のフランジ間 


























ある。この場合の感度比を図 12 に示す。周波数帯域，1.2-f 









    
５・３ 内部電極センサに対するＳＮ比 
本節では，PD 観測の周波数帯域を 0-f [GHz]に制限し
た場合の各種アンテナの SN 比を考察する。S の値は前
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ノイズ特性試験の結果（図 9）を 0-f [GHz]の範囲で単純
に積分した値とする。このようにして求めた各アンテナ
の SN 比を内部電極センサの SN 比で除して，相対的な
SN 比を求めた。結果を図 14(a)-(d)に示す。また，同軸導
波管変換器アンテナについては，周波数帯域を 1.2-f 









作した 3 種類のアンテナは同じような SN 比を与えてい






を求めた。結果を図 16に示す。相対的な SN比は 0.15-0.21
となる。上述の 3 種類のアンテナの 1/2 となっている。
この結果から，背後共振空洞がノイズ除去の点で有効で
あることがわかる。 
    
６．まとめ 





















の SN 比の 0.3-0.4 倍であった。 
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